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１.はじめに 

福島県では、野生鳥獣の放射線モニタリング調査[1]を行っており、その結果から、生物

種によって体内のセシウム 137 濃度が異なり[2][3]、とりわけイノシシの筋肉中のセシウム

137 濃度が高い傾向が認められている。加えて、イノシシの筋肉中のセシウム 137 濃度と

捕獲場所のセシウム 137 土壌沈着量に正の関係があり[3]、同様な汚染レベルのエリアで捕

獲されたイノシシでも、個体間のばらつきが大きい[3][4]という結果が得られている。 

しかしながら、これらの結果は、帰還困難区域を除く地域のモニタリングに基づくもの

であり、帰還困難区域内のイノシシの放射性セシウム濃度の現状を把握する必要がある。 

私たちは、環境省が実施している事業にて捕獲されたイノシシの筋肉試料について、放

射性セシウム濃度のモニタリングを行い、帰還困難区域内及びその周辺域におけるイノシ

シの放射性セシウム濃度の現状を調査した。 

２. 調査地・方法 

帰還困難区域内及びその周辺域の５町村で採取されたイノシシについて、筋肉中に含ま

れるガンマ線放射性核種濃度を測定した。また、帰還困難区域内及びその周辺域で捕獲さ

れたイノシシと、区域外で捕獲されたイノシシの放射性セシウム濃度を比較するため、福

島県が実施しているモニタリング調査の結果[1]と比較した。 

３. 結果と考察 

帰還困難区域内で捕獲されたイノシシのうち、2016 年に捕獲された 3個体について、

放射性セシウムの濃度が 10 万 Bq/kg（生重量）を超過した。帰還困難区域内のイノシシ

の放射性セシウム濃度は、数百から十数万 Bq/kg（生重量）のイノシシが検出されており

帰還困難区域内においても個体間によるバラツキが大きかった。福島県で実施している帰

還困難区域外のイノシシのモニタリング調査の結果と比較すると、いずれの年においても

帰還困難区域内およびその周辺域で捕獲されたイノシシがより放射性セシウム濃度が高い

値で推移している傾向にあった。 
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